
 

 

 
 

『1 月は行く、2 月は逃げる、3 月は去る』昔の人はうまく言ったものですね。もう 2 月になってしま

いました。感染症が猛威を振るっています。感染症対策をしながら、２月も元気に乗り越えたいと祈ってい

ます。保護者の皆様には、朝の健康観察や、マスクの準備など、今後もご協力をお願いいたします。 
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新地小の元気マン発見！ 



～ メディア時間について見直していきましょう ～ 
  

食と生活のアンケート（４～６年生実施）の中で、メディア時間について聞きました。 

「あなたは、1日（平日）どのくらいの時間テレビを見たり、ゲームやスマホをしたりしていますか？」 

 

 

 

メディア時間が 2 時間以上という児童は、令和 4 年度の結果では 58.2％でしたが、今年度の結果では

47.2％と減り、11.0％の改善が見られます。しかし、まだまだ半数近くの児童が、2時間以上のメディア

時間であり、そのうち 20％の児童は 4時間以上（赤）と大変心配な状況です。長時間のメディア時間が、

心と身体の健康被害を引き起こすということを、私たち大人はもちろん、子ども達自身も気づいて改善して

いかなければならないと思っています。 
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ママのスマホになりたい・・・ 

 

ママがスマホばっかりみてるから、 

ぼくはママのスマホになりたい。 

 

ママがみてくれないと、 

ぼくはいなくてもいいような 

    きもちになっちゃうよ。 

 

2016年 8月初版 WAVE 出版社 のぶみ著 

ぼくの願いはスマートフォンになることです。ぼくの

パパとママはスマートフォンが大好きだから。 

二人はスマートフォンばかり気にして、ときどきぼく

のことを忘れてしまいます。  

パパが仕事で疲れて帰ってきたとき、スマートフォン

のための時間はあるけど、ぼくのための時間はないみ

たい。 

二人は、ぼくじゃなくてスマートフォンと遊ぶんだ。

誰かと話しているときは、ぼくがどんなに大事なこと

を伝えようとしても聞いてくれない。 

だからぼくはスマートフォンになりたいんだ。 

《シンガポールの小学生の書いた作文（実話）》 

この絵本をご存知ですか？この絵本は、シ

ンガポールの小学生が書いた作文を元に作

られたものですが、私たち大人も、「はっ」

とさせられ、メディアの使い方を考えていか

なければならないことに気づかされます。 
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47.2％ 


